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（５）研究成果の概要（公開） 
＊背景および目的、方法と結果、について、公開して差し支えない範囲で 1 ページ以内で記載。 
細胞内で代謝酵素が形成するタンパク質集合体は、新規な細胞の代謝調節機関として注目を集めてい

る。我々は 2013 年に、出芽酵母 Saccharomyces cerevisiae の細胞質内において、低酸素条件下で解糖

系酵素をはじめとする代謝酵素群が一過的に集合して「膜のないオルガネラ」を形成し、細胞の代謝を調

節することを初めて報告した（1）。この構造体は「Glycolytic body（G-body）（2）」もしくは「metabolic 
enzymes transiently assembling (META) body (3,4）」と呼ばれ、2016 年以降、センチュウの神経細胞

やヒトがん細胞など、広範な真核生物で形成されることが報告されつつある。一方で、G-body の構造や

その制御機構はほとんど明らかになっていない。 
これまでの研究で、G-body を構成する代表的な解糖系酵素の一つであるエノラーゼについて、集合体

形成に重要なアミノ酸配列を決定した（1）。また、この情報をもとに複数の 1 アミノ酸変異株を取得し、

各エノラーゼ変異株の細胞における集合体形成率が野生株と比べて変化することを見出した（5）。 
本研究では、上記の 1 アミノ酸変異がエノラーゼ自体の構造変化を引き起こすことで G-body の形成

を阻害または促進するという仮説のもと、これを検証する第一段階として、各エノラーゼ変異体を精製

し、1 アミノ酸変異が与えるエノラーゼ構造への影響を明らかにすることを目的とした。本研究により、

G-body の形成に影響を与える主要な酵素の構造とその仕組みが初めて明らかにできると期待できる。 
2023 年度はエノラーゼの野生型並びに変異型タンパク質を精製し、結晶化スクリーニングを行った。

得られた結晶について、引き続き解析を進める予定である。 
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